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1．はじめに 

 内湾河口域の潮間帯干潟上で，約 4 年間毎月大潮

時に継続している地盤高測量の結果より，毎年 6～

10 月に生じる約 40cm の季節的な平均潮位の上昇・

下降に伴って，干潟地形はタイムラグもなく約 5cm

の堆積・侵食を繰り返すことが分かった 1), 2)．しか

し，なぜ平均潮位が上昇すると干潟地形は堆積傾向

を示すのかという地形変動メカニズムは依然不明で

ある．そこで本研究の目的は，季節的な平均潮位の

昇降に伴う干潟地形の岸沖分布の堆積・侵食メカニ

ズムについて，現地観測を行い検討することである．

そのため，潮間帯干潟上で約 6 ヶ月に渡って水位・

流速・濁度・塩分の連続観測を行い，岸沖方向の底

質輸送フラックスの時系列を推定し，干潟の岸沖地

盤高の時系列と直接比較することで，地形変動メカ

ニズムを表す 1 つの指標としての底質輸送フラック

スの有効性について検討した．また，底質輸送フラ

ックスの時系列に対する要因分析を行い，干潟岸沖

断面の堆積・侵食メカニズムの主要な外力変動につ

いて検討した． 

2．現地観測 

 2000 年 12 月より毎月地盤高測量 1), 2) を継続して

いる熊本県白川河口干潟域の右岸において，岸から

約 1km の地点で 2004 年 7 月から水位，流速（底面

上 10cm），濁度（底面上 10cm と 30cm），塩分（底

面上 30cm）の連続観測を実施した（サンプリング間

隔：水位・流速 5Hz，濁度・塩分 10 分）．観測した

水位・流速データから最小自乗法を用いて平均流と

波浪成分とを分離し，濁度は現地泥を用いた検定試

験より SS 濃度に換算した．  

3．フラックスの有効性の検討 

 Bassoullet ら（2000）3) は，潮間帯干潟上での 3 週

間程の現地観測に基づき，地形変動メカニズムの指

標としての底質輸送フラックスの有効性を示したが， 

 

 

観測期間が短く，数ヶ月に渡るフラックスの時系列 

変動については検討しておらず，また，干潟地形の

岸沖分布の時系列変動との関係も明らかではない．

本研究では，約 6 ヶ月間における岸沖方向の底質輸

送フラックスの時系列を推定し，その季節変動特性

と干潟地盤高の岸沖分布の実測値との比較を行った． 

 図－1 (a)，(b) は 2004 年 7 月～12 月に観測した（a）

平均潮位，（b）左右両岸の干潟地形変化を示し，過

去 3 年間の傾向と同様，平均潮位が 40cm 程度上昇

すると，干潟地形は 5cm 程度の堆積傾向を示してい

る．図－1 (c) は実測値より推定した岸沖方向の底質

輸送フラックスの 1 潮汐間の積分値を時系列で表示

したものである．今回のフラックス推定に必要な流

速・濁度の鉛直分布は Bassoullet ら 3) を参考に仮定

し，その推定値は Bassoullet らとほぼ同じオーダー

である．図－1 より，平均潮位が上昇し地形が堆積

傾向にある期間（7 月）はフラックスの値もほぼ正

値を示し，岸向きの底質輸送が卓越していることが

わかる．また，8～9 月にかけて平均潮位がピークを

向かえ，その後下降し地形が侵食傾向にある期間（9

月以降）ではフラックスの値もほぼ負値を示し，沖

向きの底質輸送が卓越することがわかる．したがっ

て，今回推定した岸沖方向の底質輸送フラックスの

時系列は，月単位のスケールで比較すると，観測し

た干潟岸沖断面の堆積・侵食の傾向と良く一致して

おり，季節的な平均潮位の昇降に伴う干潟地形変動

を表す 1 つの指標として有効であることを確認した． 

4．フラックス時系列変動の要因分析 

 次に，底質輸送フラックスの時系列変動を支配す

る要因について検討するため，水位・流速・濁度・

Relative Tide Range（RTR）4) などの時系列との比較

を行った．ここで，RTR は（1）式で定義される． 

b

TRRTR
H

=          （1） 

（TR：潮位差，Hb：砕波波高） 
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Masselink and Short（1993）4) は地形分類・地形変動

における波浪と潮汐の相対的な重要性を表すパラメ

ータとして RTR を提案し，この値が 30 以下となる

と，相対的に潮汐よりも波浪の影響が卓越する 5)． 

 図－2 (a) は 2004年 7月～12月のRTRの時系列で

ある．現地データを解析した結果，RTR の時系列は

濁度の時系列と相関性が高く，波浪による底質の巻

き上げや浮遊移動を良く表現する無次元パラメータ

とは考えられるが，図に示すように，底質輸送フラ

ックスの時系列との明確な相関性は見られない（相

関係数 0.1）．したがって，粒径の細かいシルトなど

の浮遊移動は季節的な干潟地形変動の主要因ではな

い可能性が示唆される．そこで，フラックスの時系

列変動と相関性の高い外力変動について検討した． 

 その結果，図－2 (b) に示すように，底質輸送フラ

ックスの時系列（図－1 (c)）は 1 潮汐間の上潮時の

岸向き最大流速と下げ潮時の沖向き最大流速の差の

時系列との間に高い相関性が存在することが確認さ

れた（相関係数 0.7）．この流速差の変動は，平均潮

位が上昇すると岸向き最大流速が沖向き最大流速よ

りも増大し，平均潮位が下降すると沖向き最大流速

が岸向き最大流速よりも増大することを示し，平均

潮位の季節昇降に伴って平均流速場の非対称性（流

速の高次モーメント）が増大することが，干潟地形

の堆積・侵食メカニズムの主要因であることが示唆

された． 

 今後は，土量の変化や沿岸方向の底質輸送フラッ

クスについても同様の解析を実施するとともに，岸

沖方向の観測点数を増やし，現地観測を継続してい

く予定である． 
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図－1 平均潮位，干潟地形変化，1 潮汐間で積分

したフラックスの時系列（2004 年 7 月～12 月）

図－2 Relative Tide Range，1 潮汐間の岸沖方向の

最大流速差の時系列（2004 年 7 月～12 月）

＋：岸向きの底質輸送 
－：沖向きの底質輸送 

＋：上潮時の流速が卓越

－：下げ潮時の流速が卓越 
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